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目的

不妊当事者の自助団体であるNPO法人Fine（ファイン）

では、不妊治療や不妊当事者の環境向上のために、当事者

のニーズに応えながら、広く社会へ向けて提言や情報発信

を行なっている。主な活動としてはウェブサイトの運営・

管理、講演会・勉強会・イベント等の開催、公的機関・医

療機関等への働きかけ、カウンセリング事業、会報誌・メ

ールマガジンの発行、SNSの運営などである。今回は、これ

までおこなってきたカウンセリング事業の活動内容をまと

めなおす事により、その方向性を明確にする事を目的とす

る。また電話相談業務や今年度から新たに開始したピア･カ

ウンセラーによる面接カウンセリングの相談事例の内容も

分析対象とし、カウンセリング事業をより当事者のための

援助として発展させていく為の考証をすることを目的とし

た。

方法

これまで実施した数々のアンケート調査や実際のカウンセ

リング業務の状況をまとめなおす。また、2007年～2010年

までの電話相談事例304 件を分析の対象とした。2011 年 5

月から開始のピア・カウンセラーによる面接カウンセリン

グ事例12件も分析の対象とし当事者が抱えている問題を提

示し、カウンセリング業務の今後の方向性を考察する。

結果

Fine「設立準備アンケート」（2004：有効回答数441人）に

よるとカウンセリングが必要と答えた不妊治療患者の割合

は、８０％近くにも及んでいる。クリニックでのカウンセ

リング体制は徐々に整いつつあるがFineが実施した「医療

スタッフとのコミュニケーションアンケート」（2009：有効

回答数 412 人）では実際に、クリニックでカウンセリング

を受けたと答えた人は少なかった。一方でFine実施の電話

相談の利用件数は年々上がっている。地域別の利用も関東

から徐々に地方へ広がっている。相談内容は気持ちをきい

てほしい（６４％）気持や状況を整理したい（２６％）情

報が欲しい（８％）不妊体験者と話したい（２％）であっ

た。ピア面接カウンセリングは2011年5月から、1枠45分

を月2回、計8～10枠行なっている。7月には大阪、9月に

は名古屋でも開始した。ネット・メルマガでの告知が中心

であるが、徐々に相談件数も伸びてきている。内容は治療

の継続・終結、気持ちの整理など自らの気持ちを話し明確

化し整理した上で今後の人生を考えていきたいとする事例

が多くみられ、不妊治療を通して当事者たちが深く悩み、

今後の生き方を模索している様子がうかがえる。

考察

NPO法人Fineでは設立当初から大きな事業の柱としてカウ

ンセリング事業を捉えてきた。不妊の辛さは、身体的・精

神的・経済的・時間的負担を抱えることであり、なかでも

負担が大きいとされる精神的負担を援助する事が大きな課

題であったからである。不妊の不＝負のイメージがあるが

ゆえに当事者は孤立感・孤独感を抱え込み、自らを否定し

がちである。援助を求めることも容易には出来ないその当

事者たちの心理状態に、同じ経験をしたピアだからこそ出

来る寄り添い方があると考え、ピア・カウンセラー養成講

座を実施し、ピアによるカウンセリングを提供してきた。

身近にカウンセリング体制の整っていない地方のほうがニ

ーズはあると思われ、更なる利用の増加が今後の課題であ

る。また相談内容からピア・カウンセリングに求められて

いるのは、ただ同じ立場の気持ちをわかって欲しいという

だけではなく、その気持ちに寄り添いながら、一緒に人生

を考えていくことでもある。傾聴のみのカウンセリングか

ら一歩進んだ援助も求められていることを感じ、技術をも

って対応していかなければならない責任のあるカウンセリ

ングであることも感じられる。養成講座では心理学理論・

実習訓練も充実させており、当事者にとって有効なカウン

セリングが受けられるような場の提供を行なっているが、

今後はピア・カウンセラーの技術向上のための研修制度や

勉強会などの開催も必要であると思われる。また全国の不

妊当事者への支援の為、活動を広げていくことも今後の課

題である。不妊当事者の精神的負担を少しでも軽くする事

を目的に今後も活動を続ける所存である。

以上
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